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１ はじめに 
 昨今，専門知識のない個人が構築・運営するウェ

ブサイト，いわゆる「個人サイト」が増加している．

個人サイトの構築においては，自身がデジタルカメ

ラ等で収集した多数の画像素材の中から，適切な画

像を選んで利用することが多い。従って，自身が思

い浮かべるサイトのデザインイメージに合致した画

像を，より効率的に検索できる技術の必要性が高ま

っている． 

本稿では，上記の目的に適合する画像検索シス

テムとして，画像特徴量による２次元分布状況を画

像検索に利用した際の，より検索効率の高い画像一

覧表示方法を提案する． 

 本表示方法は，ウェブ上の画像をキーワード等に

より検索する画像検索システム[1][2]にも有効である． 

 

２ 画像の一覧表示方法 
冒頭に掲げた検索目的においては，検索者は必ず

しも「欲しい画像」の内容を確定させているとは限

らず，画像群をある程度“ブラウジング”し，各画

像をサイトに利用したときのイメージを喚起させな

がら，検索を進める．また，個人で収集された画像

１つ１つに対して，あらかじめキーワード等の検索

用メタデータが付されているとは考えにくいため，

キーワード等による検索は利用できない．従って，

画像が有する画像特徴量を抽出・解析し，かつ，イ

メージを喚起しやすい表示方法を行う必要がある． 

 上記の条件に適合する画像表示方法として，HIS

ヒストグラムやウェーブレット特徴量を抽出し，自

己組織化マップ(SOM)を用いて２次元マップを生成

し，画像どうしの類似度合いを視覚的に把握できる

ように表示する画像表示方法[3][4]が提案されている

(図１)．この表示方法は，視覚的に似た画像が距離

的に近いところに集まるので，概算的なイメージの

喚起に有効だと考えられる．しかし，２次元マップ

の距離関係を忠実に再現するため，どの画像も存在

しない「空白」の空間が生じることが多い．そのた

め，表示可能な画像数が減少し，イメージを喚起す

る機会が減少してしまう． 

 本研究では，この問題点を解消するため，２次元

マップを一定数のクラスタにクラスタリングした後，

２次元マップ上の距離ができるだけ保たれるように，

クラスタごとに表示領域を与えて画面全体を有効に

活用する方法を提案する(図２)． 

この表示方法により，従来の「似た画像が近くに

集まる」という性質を保持したまま，「空白部分が

多い」という問題点を解決できる．また，画像群を

画像１枚または数枚単位でブラウジングするのでな

く，クラスタごとに“塊”としてブラウジングでき

るため，より効率のよい画像検索が可能となる． 

 
３ 実現方法 
３．１ 画像特徴量と２次元マップの生成 

 各画像からいくつかの画像特徴量を抽出し，それ

らの分布状況を解析して，画像を点とする２次元距

離空間(２次元マップ)を生成する．２次元マップ生

成手法としては，画像特徴量を多次元ベクトルとみ

なし，SOM を用いる手法[3][4]等がある．利用する画

像特徴量としては，色，形状，テクスチャといった

基本的な画像情報や，ウェーブレットによる特徴量
[5][6]など，様々なものが提唱されている． 

 なお，本稿で評価実験用に試作したシステムでは，

簡単のため，横軸を「画素の輝度平均値」，縦軸を

「画素の輝度ラプラシアン平均値」とした単純な２

次元マップを用いた． 

 

３．２ 表示領域の領域分割と塊表示 

まず，画像群を表示する画面領域を，格子状に m

×n 個に分割する(m,n はあらかじめ定める定数)．

各画面領域に１つの画像群を対応させ，画面全体に

画像を隙間なく表示するのが最終目的である．図２

は，画面領域を 2×2に分割し，各々に{1,2,3,7}，  

 

An effective display method of the pictures by matching 
with  the display position and visual information 
Junji Takeuchi, NTT Cyber Solution Laboratories 

図１：従来の表示方法の概念図 

図２：本研究の表示方法の概念図 
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{4,5,6,8}，{9,11,13,15}，{10,12,14,16}を割り

当てた概念図である．各画面領域に表示される画像

群は，元の２次元マップ上の画像の位置を最大限保

存するように充当されている． 

この表示方法を実現するための，画像の解析から

表示までの手順は図３に示した通りである． 

各画像を２次元マップ上の点とみなし，m×n 個

のクラスタにクラスタリングする．ただし，各クラ

スタに属する点の個数がα個以上になるようにクラ

スタリングする(αはあらかじめ定める定数)．今回

評価実験用に試作したシステムでは，一般的なクラ

スタリング法である k-means 法(k=9)を用いた． 

 各クラスタの重心座標を算出し，重心座標の位置

関係と画面領域の位置関係ができるだけ保存される

ように，クラスタと画面領域を対応付けする．各画

面領域に，対応付けされたクラスタの画像のうち，

重心に近いα個の画像を並べて表示する．その際，

α個の画像で画面領域を隙間なく埋めるようにし，

視覚的に“塊”だと把握できるように配置する． 

 

４ 評価 
以上の画像一覧表示システムを実際に構築し，評

価実験を行った．実験用画像の選択における恣意性

を廃するため，６種類のキーワードによる画像検索

を，goo[2]の画像検索サービスを用いて行い，それ

ぞれヒット率上位 500 個の画像群を実験用画像とし

て用いた．６種類のキーワードは「金魚」「ペンギ

ン」「キティ」「ミッキーマウス」「安倍なつみ」

「タイ料理」であり，あらかじめ被験者に「検索し

てみたいもの」として挙げさせた． 

各画像群において，前記定数を m=3, n=3, α=25

として本表示方法を適用した一覧表示結果を用意し

た．また，比較対象として，上記検索の検索ヒット

率の高い画像から順に左上から右下にかけて 25×9

＝225 個を格子状に並べて表示したもの(単純配置)

を用意した．無作為に選出した画像を被験者ごとに

与え，それと同じ画像を各表示結果から検索させ，

発見までの時間を計測して比較した． 

 実験結果を表１に示す．表中の各数値は，１枚の

画像を探し出すのに要した時間の平均値である．５

名中４名が本表示方法の方が早く検索できた．単純

配置の方が早かった１名(被験者Ｂ)に関しても，１

秒以下の差であり，本表示方法の有効性が表れたと

見てよいと考える． 

 今回の実験では，被験者に与えるタスクを「与え

られた標本画像を検索する」という基本的な作業と

設定したが，冒頭に掲げた検索目的に基づく評価実

験も行う必要があり，今後，評価方法を含めて検討

する． 

 
５ まとめ 
 所望の画像が確定していないブラウジング検索で

の一覧表示方法として，検索結果の画像群から得ら

れる特徴量から２次元マップを得た後，それらを一

定の個数にクラスタリングして，画面領域に均等に

画像を表示する方法を提案した． 

今後の課題としては，(1)本表示方法に適する画

像特徴量及びクラスタリング法の検討，(2)他の検

索結果表示方法との比較評価，等が挙げられる． 
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被験者 単純配置 本表示方法

Ａ 14.018 5.269
Ｂ 6.181 7.125
Ｃ 13.794 4.815
Ｄ 18.325 8.989
Ｅ 7.068 6.148

表１：評価実験の結果 

 

図３：画像の解析から表示までの手順

（単位：秒） 

各クラスタからα個の画像を選択して，表示領域に表示

画像特徴量を解析し，２次元マップを作成 

START

STOP

２次元マップをｍ×ｎ個にクラスタリング 

各クラスタの重心を算出 

各重心座標に基づき，各クラスタの表示領域を決定 
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